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ネットでの検索より
紙の本で『調べる』ほうが
なぜ脳に良いのか

●長年にわたりリハビリの現場で実務と研究を積み
重ねてきた著者が“図書館での調べもの”に着
目。最新のエビデンスに基づき、認知症予防につ
ながるメカニズムを解説、実践方法を紹介しま
す。好評「認知症予防におすすめ図書館利用術」
シリーズ最終巻。

●図書館での講演事例も収録。図書館を利用して「知
らず知らずのうちに認知症予防」を提唱します。
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はじめに

　私は理学療法士として四半世紀にわたり現場に立ち続けてい
ます。その中でさまざまな認知症の方と関わってきました。認
知症になると本人はもちろんのこと、その家族も困惑の淵に落
とされます。そして最悪の場合、家族全体の生活が立ち行かな
くなることもあるのです。

　今回のテーマは「調べる力」です。身近な調べものから遠大
なテーマの調べものまで、手を尽くして調べることを通して、
認知機能を活性化させようということを提案した本になりま
す。最近ではインターネットでキーワード検索をすれば、ある
程度の情報は手に入れることができます。しかしそれだけでは
あまり認知機能は使いません。そこで本書では、調べるという
行為をもう少し丁寧に行うことで認知機能をより使うことを提
案します。

　その後Ｇさんは興味の幅を広げ、四足動物や恐竜の骨格につ
いて調べ始め、図書館へも足を運ぶようになったそうです。奥
様によると、調べものを再開するようになってからというもの、
Ｇさんの会話量は増え、もの忘れも目立たなくなってきたとの
ことでした。 
　このような変化の背景には、調べものをきっかけに外出の機
会が増えたこと、そして何よりも調べるという行為自体が刺激
となって、認知機能に良い影響を与えたことがあるのではない
でしょうか。脳の衰えを防ぐには、好奇心を持って使い続ける
ことが大切であるということを改めて実感した出来事でした。

6‘調べる力’で活力を取り戻したGさん 
　ここで一つの事例を紹介しましょう。私がリハビリを担当し
ていたＧさんは、膝関節痛のため週一回ほど外来通院をしてい
ました。ある日のこと、Ｇさんの奥様から次のような相談を受
けました。最近Ｇさんは元気がなく、以前と比べてもの忘れが
多くなった気がするのでなんとかならないかという相談です。
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